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1.研 究 テ ー マ と 目 的

訪 日 外 国 人 数 は 東 日 本 大 震 災 に よ る 減 少 を 乗 り 越 え て 、 2 0 19年 に 3 , 1 88万 人 に 達

し た 。 さ ら に 訪 日 外 国 人 旅 行 消 費 額 は 4兆 8 , 13 5億 円 を 記 録 し 、 こ れ ら は 過 去 最 高

で あ っ た 。 し か し 、 20 2 0年 以 降 の 訪 日 外 国 人 数 と 訪 日 外 国 人 旅 行 消 費 額 を み る と

、 急 激 に 減 少 し て い る こ と が 分 か る （ 図 1） 。 原 因 と し て 、 2 02 0年 1月 頃 に 日 本 で

流 行 し 始 め た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス で あ る 。 こ れ に よ り 、 イ ン バ ウ ン ド 需 要 の 減 少

か ら 、 感 染 拡 大 防 止 の た め に 入 国 制 限 や 経 済 社 会 活 動 の 抑 制 を 余 儀 な く さ れ 、 日

本 を 訪 れ る 外 国 人 観 光 客 は 減 少 し 、 日 本 経 済 は 非 常 に 厳 し い 状 況 に な っ た 。 こ の

問 題 に つ い て 調 べ て い る う ち に 、 過 去 の 災 害 か ら 再 興 の 特 徴 を 分 析 し 、 過 去 と 今

を 比 較 す る こ と で 未 来 予 測 を 行 い 、 訪 日 外 国 人 に 魅 力 的 な 観 光 を 提 供 す る こ と で

日 本 経 済 の 回 復 に つ な げ ら れ な い か と い う 考 え に な っ た 。 本 研 究 で は 、 統 計 デ ー

タ を 活 用 し 、 過 去 の 訪 日 外 国 人 数 か ら ど の よ う な 施 策 が 求 め ら れ て い る の か を 分

析 す る こ と を 目 的 に し て 研 究 を 行 っ た 。 （ 訪 日 外 国 人 旅 行 消 費 額 は 、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 、 20 20年 は 4～ 1 2月 期 の 調 査 が 中 止 と な っ た が 、 参 考 と し て

、 1～ 3月 期 の 全 国 調 査 の 結 果 を 用 い て 、 20 2 0年 間 値 を 試 験 し た 。 ま た 、 2 0 2 1年 は

1 0～ 1 2月 期 の 全 国 調 査 の 結 果 を 用 い て 、 20 2 1年 間 値 を 試 験 し た 。 ）  

図 1  訪 日 外 国 人 数 及 び 訪 日 外 国 人 旅 行 消 費 額 の 推 移
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2.研 究 の 方 法 と 手 順  

 上 記 の 研 究 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ま ず 散 布 図 や 相 関 係 数 を 用 い て 、 訪 日 外 国

人 数 と の 関 係 性 を 示 す 。 過 去 の 災 害 と 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 観 光 状 況 の 比 較 、 震

災 後 か ら 回 復 す る ま で を デ ー タ 分 析 に よ っ て 調 べ る 。 最 後 に 、 エ ク セ ル の 予 測 シ

ー ト を 用 い て 、 ど の よ う な 施 策 を 行 う こ と で 交 流 人 口 は 回 復 し て い く の か 求 め る 。  

 

3.デ ー タ セ ッ ト の 加 工  

 本 研 究 課 題 を 検 討 す る に あ た り 、 使 用 し た デ ー タ 名 と 、 そ の 出 典 一 覧 を 下 記 の

表 1 に 示 す 。  

表 1  使 用 し た デ ー タ と そ の 出 典 一 覧  

項 目 名  年 度  出 典  

訪 日 外 客 統 計 （ 1 ）  20 1 0～ 20 2 2  日 本 政 府 観 光 局  

訪 日 外 国 人 消 費 額 （ 2 ）  20 1 0～ 20 2 1  観 光 庁  

観 光 庁 予 算 （ 4 ）  20 1 1, 2 0 1 2  

為 替 相 場  

（ 東 京 イ ン タ ー バ ン ク 相 場 ） （ 3 ）  

20 1 0～ 20 2 2  日 本 銀 行  

旅 館 営 業 施 設 数  20 1 0～ 20 1 9  SS D S E - B - 2 02 2  

交 流 人 口 の 定 義 は 、 そ の 地 域 に 訪 れ る 人 、 ま た 交 流 す る 人 の こ と で あ る が 、 本

稿 で は 「 訪 日 外 国 人 」 と し て 定 義 し た 。         

 

4.デ ー タ 分 析 の 結 果   

4.1 為 替 相 場 が 円 安 に 推 移 す る ほ ど 交 流 人 口 が 増 加 す る の で は な い か  

 円 安 に な る こ と で 、 自 国 通 貨 ベ ー ス の 負 担 が 減 る こ と か ら 日 本 旅 行 が し や す く

な る 。 そ こ で 、 円 安 に 推 移 す る と 交 流 人 口 が 増 加 す る 可 能 性 が 高 く な る と 考 え 、

こ の よ う な 仮 説 を 立 て た 。  

こ れ を 検 証 す る た め に 、 2 0 10 年 1 月 か ら 2 01 9 年 1 2 月 ま で の 月 別 訪 日 外 国 人 数

と 為 替 相 場 （ 東 京 市 場 ド ル ・ 円 ス ポ ッ ト 1 7 時 時 点 /月 中 平 均 ） と の 相 関 係 数 を 調

べ た 。 そ の 結 果 、 相 関 係 数 は 0 . 7 4 92 2 09 7 で あ り 、 正 の 相 関 が み ら れ た （ 図 2） 。

つ ま り 、 円 安 に な る ほ ど 、 交 流 人 口 が 増 加 す る 傾 向 が あ る こ と が 分 か っ た 。 し た

が っ て 、 こ の 仮 説 は 適 切 で あ っ た 。  
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図 2 訪日外国人数と訪日外国人数（縦軸：訪日外国人数、横軸：為替相場） 

4.2 宿 泊 施 設 数 が 多 く な る ほ ど 交 流 人 口 は 増 加 し て い く の で は な い か  

ビ ジ ネ ス ホ テ ル 、 リ ゾ ー ト ホ テ ル 、 そ し て 和 の 雰 囲 気 を 持 つ 旅 館 の 宿 泊 施 設 に

は 様 々 な 魅 力 が あ り 、 観 光 客 か ら 人 気 を 集 め て い る 。 こ れ ら の 施 設 数 が 多 く な る

こ と で 交 流 人 口 が 増 加 し て い く と 考 え こ の よ う な 仮 設 を 立 て た 。  

こ れ を 検 証 す る た め に 年 別 訪 日 外 国 人 数 と 年 別 旅 館 営 業 施 設 数 （ ホ テ ル を 含 む ）

と の 相 関 係 数 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 相 関 係 数 は 0 .9 6 50 6 71 6 2 で あ り 、 正 の 相 関 が

見 ら れ た （ 図 3） 。 つ ま り 、 宿 泊 施 設 数 が 増 加 す る ほ ど 交 流 人 口 が 増 加 し や す く な

る こ と が 分 か っ た 。 し た が っ て 、 こ の 仮 説 は 適 切 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

図 3 訪日外国人数と旅館営業施設数（縦軸：訪日外国人数、横軸：旅館営業施設数） 

4.3 過 去 の 危 機 の 観 光 と の 比 較  

 以 上 の 結 果 か ら 、 円 安 や 宿 泊 施 設 数 が 増 加 す る と 交 流 人 口 が 増 加 す る 傾 向 に あ

る こ と が 分 か っ た 。 次 に 、 過 去 と 現 在 で の 相 違 点 を 探 る た め に 、 過 去 の 災 害 と 訪

日 旅 行 状 況 に つ い て 比 較 す る 。 そ こ で 、 東 日 本 大 震 災 の 際 の 観 光 状 況 を 取 り 上

げ 、 分 析 を 行 う 。 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  
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図 4  費 目 別 に み る 訪 日 外 国 人 消 費 額 の 割 合 （ 上 ： 2 0 20 年 、 下 ： 2 0 11

年 ）     

 

 

 

 

 

 

図 5  2 0 1 1 年 の 買 物 代 の 内 訳        図 6 2020 年（1－3 月期）の買物代の内訳 

ま ず 、 消 費 額 の 割 合 に 注 目 し た 分 析 を 行 う 。 2 0 1 1 年 と 2 02 0 年 1－ 3 月 期 の 費 目

別 に 分 け 、 横 棒 グ ラ フ を 作 成 し た （ 図 4） 。 最 も 多 い の は 両 年 も 宿 泊 費 で あ る 。

次 い で 多 い の は 買 物 代 で あ る 。 両 年 と も に 菓 子 類 の 購 入 率 が 一 番 高 い こ と が わ か

る （ 図 5 , 6） 。 観 光 庁 に よ る ア ン ケ ー ト で 「 日 本 の 菓 子 類 は 美 味 し い 」 と い う こ

と に 加 え 、 「 お 土 産 に 良 い 」 、 「 頼 ま れ た 」 と す る 回 答 が 多 く み ら れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

       図 7 災害発生からの訪日外国人数（青：2011 年、赤：2020 年） 

*2011 年は 3 月に災害が起こり、2020 年は 1 月に新型コロナウイルスが流行し始めた。  
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ま た 、 月 別 訪日外国人数の折 れ 線 グ ラ フ を 作 成 し た （ 図 7） 。 2 01 1 年 に 最 も 多 い

の は 7 1 万 人 （ 1 月 ） で あ り 、 最 も 少 な い の は 2 9 万 人 （ 4 月 ） で あ る 。 一 方 、 2 0 2 0

年 に 最 も 多 い の は 2 6 6 万 人 （ 1 月 ） で あ り 、 最 も 少 な い の は 1 , 6 6 3 人 （ 5 月 ） で あ

る 。 ど ち ら も 災 害 が 起 こ っ た 月 の 後 に 減 少 し て い る こ と が 分 か る 。  

4.4-1 東 日 本 大 震 災 か ら 交 流 人 口 の 回 復 へ の 流 れ  

 次 に 、 震 災 後 か ら 回 復 ま で に つ い て 着 目 し た 。 2 0 1 1 年 の 訪 日 外 国 人 数 は 6 2 2 万

人 で 2 0 10 年 比 2 7 .8％ 減 と 当 時 の 統 計 史 上 最 悪 の 減 少 率 を 記 録 し た 。 そ の よ う な 状

況 で 、 震 災 か ら 約 1 年 の 短 期 間 で 震 災 前 水 準 に 達 し て い る こ と が わ か る （ 図 8） 。  

 

 

 

 

 

 

      

 

図 8 災害発生からの月別訪日外国人数（青：2011 年、赤：2012 年、緑：対前年度増減率） 

2 0 1 2 年 の 1－ 2 月 期 の 減 少 の 考 え ら れ る 要 因 は 旧 正 月 時 期 の 変 動 に よ る 訪 日 旅 行

需 要 の 縮 小 、 放 射 能 汚 染 に 対 す る 懸 念 の 継 続 や 円 高 が 訪 日 旅 行 の 回 復 に 影 響 し て

い る 。 一 方 で 、 主 要 国 で あ る 中 国 、 台 湾 、 タ イ の 1－ 2 月 期 の 合 計 は 前 年 同 期 比 が

増 加 し て い る （ 図 9） 。 中 国 で は 、 沖 縄 個 人 観 光 数 次 ビ ザ の 解 禁 や 個 人 観 光 ビ ザ の

発 給 要 件 緩 和 に よ り 、 個 人 旅 行 者 の 増 加 傾 向 が み ら れ た 。 さ ら に 、 ビ ジ ッ ト ・ ジ

ャ パ ン 事 業 で 、 「 元 気 な 日 本 」 を ア ピ ー ル す る イ ベ ン ト の 出 展 や 、 地 下 鉄 駅 の 壁

面 広 告 、 バ ス 停 や バ ス 車 体 広 告 な ど の 大 規 模 な プ ロ モ ー シ ョ ン の 展 開 を 図 り 、 訪

日 旅 行 需 要 を 喚 起 し 気 運 を 高 め た 。 台 湾 で は 、 2 月 の 北 海 道 ツ ア ー が 2 0 1 0 年 を 上

回 る 勢 い で 販 売 さ れ 、 チ ャ ー タ ー 便 も 運 航 さ れ た 。 タ イ で は 、 旅 行 雑 誌 や 旅 行 番

組 で 日 本 特 集 が 組 ま れ た ほ か 、 有 名 ブ ロ ガ ー が F a ce b oo k や t w i tt er 上 で 訪 日 旅 行

の 情 報 発 信 、 屋 外 広 告 の 展 開 、 定 期 便 の 増 便 や 機 材 拡 大 、 チ ャ ー タ ー 便 の 運 航 に

よ り 、 航 空 座 席 供 給 量 が 増 加 さ れ た 。  
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図 9 2011 年と 2012 年の中国、台湾、タイの訪日外国人数（青：中国、赤：台湾、緑：タイ） 

4.4-2 観 光 庁 予 算 の 実 態  

20 1 1 年 と 2 01 2 年 の 共 通 す る 政 策 を ま と め た 観 光 庁 関 係 予 算 決 定 概 要 を 調 査 し た

（ 図 1 0） 。 両 年 と も に 訪 日 旅 行 促 進 事 業 が 重 視 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ の 政

策 は 2 0 0 3 年 か ら 始 ま っ た 新 成 長 戦 略 ・ 国 家 戦 略 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 徹 底 し た マ

ー ケ テ ィ ン グ ・ リ サ ー チ と K P I（ 目 標 に 対 す る 達 成 度 を 測 る た め に 置 か れ る 指 標 ）

に よ る プ ロ モ ー シ ョ ン 成 果 の 測 定 か ら 最 適 な マ ー ケ テ ィ ン グ プ ラ ン を 立 案 す る こ

と で 訪 日 外 国 人 数 を 増 や す こ と を 目 標 と し て い る （ 表 2） 。 こ の 政 策 に よ り 、 各 国

で 日 本 に 興 味 を 持 っ た き っ か け で 「 自 国 の 放 送 」 を 挙 げ る 者 が 増 え た 。 ア ジ ア の

国 々 は ネ ッ ト 系 メ デ ィ ア も 多 い と い う 調 査 結 果 に な っ た （ 図 1 1） 。 日 本 を よ り 深

く 知 る き っ か け や 多 く の 者 に 情 報 を 発 信 す る 手 段 と し て 放 送 が 有 効 で あ る と と も

に 、 ネ ッ ト 系 メ デ ィ ア を 併 せ て 活 用 す る こ と が 効 果 的 だ と わ か る 。  

 表 2  各 事 業 内 容  

  

 

 

 

 

 

 

 

図 10 観光庁関係予算決定概要 （青：2011 年、赤 2012 年）        
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図 1 1  日 本 の 文 化 ・ コ ン テ ン ツ 等 に つ い て 印 象 を も つ き っ か け と な っ た 媒 体 （ 5 ）  

4.5 交 流 人 口 の 未 来 予 測  

 最 後 に 作 成 し た 予 測 チ ャ ー ト の 結 果 、 以 下 の よ う に な っ た 。 訪 日 外 国 人 数 の 予

測 デ ー タ を み る と 、 20 20 年 に は 3 , 5 36 万 人 に 到 達 し 、 2 0 2 2 年 に は 4 , 18 1 万 人 と な

る （ 図 1 2） 。 こ れ は 2 01 6 年 に 策 定 し た 「 明 日 の 日 本 を 支 え る 観 光 ビ ジ ョ ン 」 に お

い て 2 020 年 4 ,0 00 万 人 等 の 目 標 を 達 成 す る こ と と な る 。 一 方 、 為 替 相 場 は 2 01 7 年

以 降 、 緩 や か な 円 安 が 続 い て い た が 、 予 測 デ ー タ で は 2 0 1 9 年 以 降 、 円 高 に 進 行 し

て い る こ と が わ か る （ 図 1 2） 。 こ れ ら か ら 、 入 国 規 制 が な く な る こ と で 回 復 す る

可 能 性 が 高 い と 予 測 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

図 12 訪日外国人数と為替相場の実データと予測データの違い（青：実データ、赤：予測データ）            

*2022 年の訪日外国人数は 5 月までのデータである。また、為替相場は７月までである。  

 

5.結 果 の 解 釈  

5.1 考 察  

 以 上 の 分 析 結 果 か ら ま ず 、 為 替 相 場 と 宿 泊 施 設 数 に は 明 確 な 正 の 相 関 が あ っ た 。

そ こ で 、 消 費 額 の 分 析 を し て み た と こ ろ 、 最 も 割 合 が 高 い の は 宿 泊 費 、 次 い で 買
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物 代 で あ っ た 。 宿 泊 施 設 の 需 要 量 は 年 々 減 少 気 味 だ が 訪 日 外 国 人 か ら は 日 本 の 文

化 を 味 わ う こ と が で き る な ど 好 評 で あ る 。 買 物 代 の 内 訳 を み る と 、 菓 子 類 ・ 飲 食

類 、 化 粧 類 が 多 く あ げ ら れ た 。 円 安 だ と 使 え る お 金 が 増 え る こ と か ら イ ン バ ウ ン

ド 消 費 額 の 伸 び が 期 待 で き る 。 次 に 、 政 策 に つ い て は 震 災 後 、 交 流 人 口 の 回 復 に

最 も 影 響 を 与 え た 訪 日 旅 行 促 進 事 業 が 重 要 視 さ れ る 。 例 え ば 、 中 国 や タ イ で み ら

れ た メ デ ィ ア 戦 略 や ツ ア ー 旅 行 が 回 復 に つ な が っ た と 考 え ら れ る 。 現 在 、 政 府 は

感 染 拡 大 防 止 の た め 、 入 国 制 限 を 緩 和 す る 方 向 で 検 討 し て い る 。 海 外 で は コ ロ ナ

前 の 生 活 を 取 り 戻 し つ つ あ る が 日 本 は 厳 し い 制 限 の も と 観 光 を 楽 し ま な く て は な

ら な い こ と か ら 外 国 人 観 光 客 の 入 国 が 低 調 で あ る 。 今 後 は 規 制 緩 和 や ビ ザ の 取 得

手 続 き を 簡 素 化 す る な ど の 工 夫 が 必 要 だ 。 ま た 、 大 都 市 圏 に 集 中 し て い た 外 国 人

観 光 客 を 地 方 へ 分 散 さ せ る 契 機 が 期 待 さ れ て い る 。 S N S を 使 い 、 地 方 の 観 光 情 報 を

発 信 し 、 「 持 続 可 能 な 観 光 」 の コ ン セ プ ト に 沿 っ た 各 地 の 観 光 コ ン テ ン ツ に つ い

て 海 外 向 け 情 報 発 信 を 強 化 す る べ き で あ る 。  

5.2 本 研 究 に つ い て  

 本 研 究 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 減 少 し た 交 流 人 口 の 回 復 に つ い て 、

為 替 相 場 や 宿 泊 施 設 、 過 去 の 災 害 と の 比 較 に 着 目 し 、 研 究 す る こ と が で き た 。 し

か し 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 調 査 の 中 止 や デ ー タ の 不 足 が あ っ た 。 本 研 究 を よ り 精 度 の

高 い 予 測 を 可 能 に す る た め に デ ー タ の 欠 損 値 を な く す こ と が 今 後 の 課 題 で あ る 。  
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